
0TSUCHI   in format ion 新型コロナウイルス感染症対策のため、マスクの着用、手指消毒などの協力をお願いします

税　　目 期 納 期 限 口座振替日
町　県　民　税 ２期

8月31日
（火）

8月25日
（水）国民健康保険税

２期
介護保険料・後期高齢者医療保険料

日　程 当　番　医 ／ 所在地・電話番号

8�/�8（日） 藤井クリニック（心療・精神）
釜石市只越町 3-3-15��2階� ℡ 0193-27-8857

8�/�9（月） 釜石のぞみ病院（内）
釜石市大渡町 3-15-26� ℡ 0193-31-2300

8�/�15（日） 小笠原内科クリニック（内）
釜石市上中島町 3-2-20� ℡ 0193-25-2580

日　程 当　番　医 ／ 所在地・電話番号

8�/�22（日） 植田医院（内・小）
大槌町小鎚 23-23-1� ℡ 0193-42-2130

8�/�29（日） 釜石ファミリークリニック（内・脳外）
釜石市大渡町 3-15-26� ℡ 0193-31-1616

9�/�5（日） かまいしベイ眼科クリニック（眼）
釜石市港町2-1-1�イオンタウン釜石3階　℡0193-27-7311

休日当番医は、専門的な治療ではなく応急処置が原則です。不要不急の休日の受診は避けましょう。適切な休日当番医の利用をお願いします。
※�入院が必要な場合は、県立釜石病院またはせいてつ記念病院が対応します。

休日当番歯科医のお知らせ［釜石歯科医師会］

■診療日　毎週日曜日　　■診療時間　９：00～12：00

問�健康福祉課　℡ 0193-42-8716

博英典礼博英典礼

一般葬から家族葬・社葬等ご要望に応じて承ります。

仏壇・仏具・慶弔花環・葬儀一式・霊柩運送

新町家族葬会館
新 町 通 夜 会 館
新町家族葬会館
新 町 通 夜 会 館

当会館での葬儀
費用の全額※を
各種クレジット
カードでお支払い
できます。
※お布施は除く

おめでた・おくやみ
（敬称略）

6月16日〜7月15日
農業委員会委員および
農地利用最適化推進委員

　大槌町農業委員の任期満了による改
選に伴い、７月８日から下記メンバーに
よる体制がスタートしました。
　また、農地利用最適化推進委員が選
任されました。

農業委員会委員　
任期：�令和３年７月８日～令和６年７月

７日
議席番号 氏　　名
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※４番は欠番

お 知 ら せ 農地利用最適化推進委員
任期：�令和３年７月８日～令和６年７月

７日
担当地区 氏　　名
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問�農業委員会事務局
�　℡ 0193-42-8721

公共交通に関するアンケート
にご協力を

　町は、今後５年間における持続可能で
効率的な公共交通体系を構築するため、
「大槌町地域公共交通計画」の策定に
取り組んでいます。計画策定の資料とす
るため、町民の公共交通の利用状況な
どについてアンケート調査を実施します。
■ 対象　無作為に抽出した15歳以上
の町民　1,200人

■郵送配布日　７月30日（金）
■回収締切日　８月11日（水）
問�企画財政課　℡0193-42-8712

休日当番医のお知らせ［釜石医師会］

　今月、納期となっている町税などは、次のとおりですので納め忘れのないよ
うにお願いします。また、納税は、便利な口座振替を推奨しています。

町税などの納期のお知らせ 問�税務会計課
　�℡0193-42-8711

日　程 歯　科　医　院 ／ 所在地・電話番号

8�/�8（日） 歯科福成医院
釜石市新町5-15� ℡ 0193-25-0105

8�/�15（日） かっし歯科医院
釜石市甲子町10-1-10� ℡ 0193-25-2785

8�/�22（日） 三浦歯科クリニック 
釜石市平田 3-29-9� ℡ 0193-55-6480

日　程 歯　科　医　院 ／ 所在地・電話番号

8�/�29（日） やえがし歯科医院
釜石市平田 5-12-38� ℡ 0193-36-1182

9�/�5（日） 山崎歯科クリニック
釜石市中妻町 2-15-3� ℡ 0193-23-1111

※�大槌町役場に届出を提出した方で、広報
掲載を希望した方のみ掲載しております。
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小 國 耕 作（82・沢 山）6/15
賀 友 義（86・吉里吉里二）6/19

阿 部 シ ワ（76・源 水）6/20
大　井　俊一郎（54・前 段）6/21
平 野 德 二（88・吉里吉里一）6/26
三 浦 惠 子（69・柾 内）6/29
六　串　　　巖（86・蕨 打 直）6/29
臼 澤 義 光（66・上 町） 7/1
佐 藤 ハ ツ（92・大ケ口二） 7/5
三 浦 幸 子（93・前 段）7/11
佐々木　喜一郎（84・沢 山）7/11
澤 山　　 實（91・臼 沢）7/13

測 　 定 　 結 　 果
▶最終処分場放流水の水質について
　7月 7日に採水した、一般廃棄物最
終処分場放流水の水質分析結果と放射
性物質濃度測定結果について、基準値
を超える項目はありませんでした。
問�リサイクルセンター
�　℡ 0193-42-7570
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ご遺族より �

　釣キチ三四郎
　三野宮四郎を知る方々は、まず、思い浮かぶのが『魚
釣り』『釣りの師匠』『釣りバカ』と言うイメージだと思
います。確かに、自他ともに認める正真正銘の『釣りキ
チ三平』ではなく『釣りキチ三四郎』でありました。
　春夏秋冬、沢、川、浜、磯、沖、魚が居るあらゆる場所で、
竿を投げ、釣り糸を垂らしていました。釣り仲間で作る会
の事務局も自宅にあり、厚い木材の一枚板をカンナ掛け
し、自らノミと鎚で文字を浮き彫りし、墨入れした、会の
看板が自宅玄関に掲げられていました。その看板の製作
過程の一部始終を脇で眺めていた私は、妥協無く仕上げ
て行く様子を興味深く見ていたのを記憶しています。
　釣った魚は、店のメニューに出すなど、趣味と実益を
兼ねていました。中でも、ヤマメの塩焼きや、ハゼの天
ぷらは私にとっては絶品中の絶品でした。そのスペシャ
ルなメニューと店の雰囲気に魅せられ、遠方から大槌へ
出張に来た際には、必ず立ち寄ってくださる常連のお客
様もいたと聞いています。改めて思い返せば、何か形
の有る物を、拘りを持って作り上げて行く事が好きな人
だったのだなと思います。そんな親父の背中を見て育っ
た私も、全くジャンルは違うが、似た様な物作りの環境
に身を投じて、久しい時が過ぎました。震災の１年半ぐ
らい前に、私が帰省した折、親父と二人でハゼ釣りに織
笠へ行ったのが、最後の親孝行となってしまいました。

伝えたいこと �

　鰻屋『三四郎』の職人として、『串打ち三年、裂き八年、
焼き一生』を貫き、色々あったが子供達も成人し、孫も
でき、気難しいところも有るが、いいお爺ちゃんをやっ
ていた、そんな矢先の震災でした。
　あの時、津波が襲うまでの約 30分間、遠方の地に居
る私に何が出来たと言うのでしょう。せめて公衆電話に
駆け込み、繋がる可能性を信じて「今すぐ逃げろ！」と
伝えればよかったのだろうか。海の恩恵を受け、海を敬っ
ていた親父が、どうして波にのまれたのだろうか。それ
とも、魚の声は聞こえても、身近に居た人の声が聞こえ
なかったとでも言うのだろうか。私には解からない。
　唯一、私の救いだったのが、城山公園駐車場付近から
安渡方面を撮影していた津波映像を Youtube で見て、
親父が被災した瞬間の状況が、どのようなものだったの
かを理解出来ました。私はその事で、肉親を亡くした現
実を受け入れる事が出来ました。映像を記録し続け、投
稿してくださった方は、いろいろ葛藤が有った事と、お
察ししますが、本当に感謝しています。
　最後に、この場を借りて、長い間『三四郎』を御贔屓
くださいました皆々様に、心から厚く御礼申し上げます。
� 三野宮　誠（長男）（平成 29年 11月）

人生のあゆみ �

　昭和 21年３月17日に�三野宮廣清・トヨの四男とし
て生れました。中学卒業後すぐに東京都心（銀座近辺と
思われる）へ板前修業に出ました。本人は「本当は大工
になりたかったんだ」と後に語っています。25歳の時、
洋子さんと結婚、翌年の昭和 47年に長男、２年後に長
女が誕生しました。当時、祖父（廣清）が営んでいた民
宿兼料理店の厨房で板前として腕を振るっていましたが、
ある日、些細な事から、祖父（廣清さん）とあらそいが
あり、四朗さんは妻と子供二人を連れて店を出ました。
　その後ほどなくして、大槌駅前に『三四郎』という鰻・
天ぷらを主とした料理店を構え独立しました。店は瞬く
間に評判と成り、夫婦二人で店を切盛りし、忙しいなが
らも充実した日々が続いていました。しかし、その後、
洋子さんは三人目の出産で母子ともに亡くなりました。
　残った四朗さんは大槌駅前の店を一人で切り盛りしな
がら、小学校に上がったばかりの長男と、まだ保育園児
の長女の面倒を見るという生活を続けました。
　数年後の昭和 58年、当時、田老町に住む峰子さんと、
共通の知人の紹介で知り合い再婚しました。峰子さんも
二人の子持ちで、三野宮家は一気に六人の大家族となり
ました。そして再婚と同時期に『三四郎』も大槌駅前か
ら御社地に移転しました。

震災時の状況 �

　詳細な被災時の状況は不明です。無事避難した近所の
方々の証言から分かった事は、自宅に居て、孫の千香さ
んが何度も玄関前から自宅内に出入りしていたようです
が、車へ毛布などを積み込んでいたなどの、断片的な目
撃証言に留まっています。
　ご遺体は、捜索で現地入りした自衛隊の方が発見しま
した。記録では、発見場所�『柵前』としか記されていま
せんでした。遺体の状態から外傷は見られなかった為、
逃げ遅れながらも、自宅から外には出たが、逃げ切れず
波にのまれたのではないかと推測されます。震災３日目
にご遺体は発見されました。被災後の比較的早い段階で
のご遺体発見・収容でした。

三
さん

野
の

宮
みや

 四
し

郎
ろう

 さん

昭和 21年３月17 日～
平成 23 年３月11日

（享年 64 歳）
大槌町大町

問 協働地域づくり推進課　℡ 0193-42-8718

3.11あの日から未来へ


